
１月の各学年の様子をご紹介します！ 

1年生 牛乳で骨を丈夫に 

 
 

栄養士の篠崎先生から、牛乳の栄養につい

てのお話を聞きました。牛乳に多く含まれる

カルシウムは、体の骨を丈夫にするはたらき

があり、カルシウム不足になると骨が弱くな

ってしまうことを学びました。子供たちは、

カルシウムをとらなかったスカスカな骨の写

真を見て、とても驚いたようでした。寒い日

が続きますが、毎日の牛乳をしっかり飲ん

で、健康な体をつくってもらいたいと思いま

す。 

 

2年生 国語「冬の俳句」 

 

  

２年生の国語「冬の楽しみ」の学習では、

俳句づくりをしました。冬に関する言葉につ

いて学んだ後に、自分たちで俳句を書きまし

た。俳句を書く時に欠かせないルールが二つ

あります。それは、「５・７・５の１７音に

する」「季節の言葉を使う」です。 

今回で4回目となる俳句作りで、「５・

７・５の１７音にする」という事も、難なく

できるようになりました。また、春夏秋冬と

いう季節のそれぞれの言葉集めをし、季節に

対しての意識も深まりました。 

言葉への関心を高めたり、語彙を増やした

りすることに、とても効果的な俳句づくり。

２年生の子供たちが楽しみながら『言葉の

力』を伸ばせるよう指導しています。 

 

  

  

 

 

 

 

 
 



3年生 国語「書き初め」 

 

 

  

 

 

 

3年生の国語の書き初めの学習では「お正

月」を書きました。冬休みの宿題で一生懸命

練習した成果が出て、一人一人の子供たちの

上達した姿が見られました。「心をこめて表

現する」という気持ちをもって毎時間一生懸

命に取り組みました。3年生のまとめの学期

として、4年生の準備をする学期として、何

事にも一生懸命に取り組めるよう指導してい

きます。 

 

 

 

 

4年生 音楽「箏」 

 

 

 

 

4 年生は音楽で箏の学習に入りました。日

本古来の楽器ですが、あまり身近なものでは

ないためか、子どもたちも音楽室に入るなり

「なにこれ？」と驚く姿が見られました。 

学習では、爪を付け、「さくらさくら」の

曲を演奏しました。爪で弦をはじきながら指

の動かし方を確認して弾いていました。これ

まで演奏したことのある楽器との違いに戸惑

っていましたが、最後は箏の音色を楽しんで

いる姿が見られました。 

 

 

 

 

 



5年生 最高学年に向けて 

～たてわり班活動の引き継ぎ～ 

 

 

 

 

 

１年生から６年生で構成されるたてわり班

活動では、最上級生である６年生が遊びを考

え進行してくれています。 

４月からは、いよいよ自分たちが、たてわ

り班の遊びを企画し、進行していく番です。 

その準備として、６年生からたてわり班活動

について、様々アドバイスをもらいました。 

そのアドバイスをもとに、２月のたてわり班

活動では、実際に５年生がリーダーとして遊

びの進行を行います。少しずつ最上級生とし

ての意識が芽生えてほしいと思います。 

 

 

6年生 戦争体験伝承者による学校平和講演会 

 

 

 

 

 

 

 

新しくなった体育館で、「戦争体験伝承者

による学校平和講演会」を実施しました。伝

承者の方には、亡くなられたお父様の、広島

での被爆体験や平和への思いを語っていただ

きました。子供たちは社会科の歴史学習で戦

争中の暮らしの様子について調べていたの

で、何となくは分かっていましたが、伝承者

の方から聞いたお話は、まるでそこにいたか

のように事細かなものでした。当時の被害の

様子については、実際に聞かないと分からな

いことだと改めて感じました。今回の講演会

から、平和な世界を創っていくために、一人

一人が自分のできることを考えていってほし

いと思います。 

 



図画工作科 「和菓子をつくろう」 

 

  

 ６年生が、樹脂粘土を使った「和菓子」作

りに挑戦しました。 

「日野市の自然や産物をモチーフに使うこ

と」「地域の人が食べたいと思うお菓子にす

ること」を条件にし、単に美しい和菓子を考

えるだけでなく、身近にある「美」を探した

り、地域のよさを発見したりする機会となる

ことも目指しました。 

本年度も、和菓子店の「紀の國屋」さんの

ご協力で、子供たちがデザインした和菓子を

実物の和菓子として再現販売していただきま

す。和菓子職人の方に各学級３名の作品を精

選していただきましたが、秀作ばかりだと感

心されていました。 

販売方法や期間など、詳しいことは後日お

知らせいたします。お楽しみに！ 

 


